



















る。打出は、 「駒競行幸絵巻」 「紫式部日記絵巻」 、 「小野雪見御幸絵巻」など平安時代の晴れの儀式を描いた絵巻類に見られる、王朝文化の美をあらわす代表的な趣向であった。　
しかし、打出に関する考証は僅かであり、鈴木敬三氏の研究にほぼ依拠している。鈴木氏によれば、打出とは「寝殿




























前稿で筆者が特に問題として提起したの 、従来の打出についての解釈が、 「女房（人間）による演出」と、 「人間不
在の装束（もの）だけによる演出」 （以下、装束だけの打出とする）の二つのスタイルが存在したことを指摘しながらも、そ 具体的な有り様や歴史的変遷の検証にまで及んで ないことである。そ 結果、現在の美術史学や有職故実を含めた歴史学において、打出の理解に混乱が生じていると 、 の実態と歴史的変遷を明らかにした。本稿でも必要に応じて 打出の実態を述べるものとする。　
最初に、打出を構成する女房装束について概観しておく。女房装束とは、男性官人の束帯に相当する 性 朝服のこ











た女房が、身に着けた装束の袖口や重ね袿の褄先を御簾の下から見せるという動作をいつ頃から始めたのか、その時期は定かではない。ただし、 『栄花物語』や『紫式部日記』などには打出と同様の情景が表現され 次第にそ 記述も頻出してくることから、十世紀末から十一世紀初頭を草創期と見ても良いだろう。　
上掲の史料を検証した結果、打出とは、天皇をはじめ東宮や女院 三后（太皇太后・皇太后・皇后） 、親王・内親王、























































































モとして、他の史料では窺い知れない打出 演出方法や美醜の基準までが詳細に記されるものの、装束だけの打出に限定され、女房によ 打出の差配については何も触れられていない。となれば、雅亮が仕えていた頼長の頃にも装束だけの打出が存在 いたとも考えられるのである。　
以上の三点を鑑みると、藤原頼長の時代にはすでに装束だけの打出が存在したと考えられなくもない。しかし、従来
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では「山吹匂五、青単 紅打衣 萠木表着、蒲染唐衣、桜萠木裳腰」 記されており、打衣 色目が欵冬（山吹）色か紅色かで異なっている以外はほぼ同じである。いずれにせ 「観普賢経扇
（」の
モチーフとなった仁平二年正月二十
六日の朱器大饗に際しては、 『台記』によれば女房たち よる打出の演 がなされたとみて間違いないであろう。　
となれば、当該期の女房たちはどのように打出を行っていた か、頼長はその情景をも詳細に書き留めている。それ





































































































































































































































































































































































日朝夕の二座を催して、清涼殿で「金光明最勝王経」十巻を講讃し玉体安穏・天下泰平など 鎮護国家を祈願する法会である。そ 最勝講を聴聞するべく、皇后の多子は鬼間に 女御として入内したばかりの摂政藤原忠通の養女・呈子は二間に参上した。頼長の正室幸子もそれに合わせて参内していたが、そ 幸子が内裏を退出し帰邸してから頼長に語った内容が興味深い 十九日から二十二日まで、皇后多子は最勝講に参上し いたが、今日になって摂政 使者が来て、 「伺候す 女房 ちが打出をするに際して、装束 着替えないように。新制が出されている に装束を着替える
（0（
とは如何なものか」と言ってきた。そこで、皇后側も「女御も二重織物で仕立てた豪華な几帳を出されるなど、新制に従われていない。それに倣って、こちらも装束を着替えたのだ」と反論した。それに対して、摂政側は「几帳は女御の身具であるから、新制 対象にはならない 打出は侍女が着用するものである め、条理と 咎められるのだ」と答えている。このよう 応酬の結果、皇后は今日の最勝講に参上しなかった いう。　
要は、皇后側と女御側の鞘当てのようなものともいえるだろう。皇后と女御の関係を見ると、久安六年正月四日に近










いて、皇后方・女御方のどちらもが 上位に立ちた と考えるのは当然のこ であろう。可視的に上位 なるためには、自らの威信を示さなければならない。後宮という女性の世界 おいて、装束は威信を表現できる有効的指標あろう。そのため打出もただの美的演 では く り、身分的秩序に関わるも とし 捉え れていった。その象徴的な出来事が、五月二十三日の出来事であったとい よう。　
しかし、ここで図らずも当該時期の打出に対する一般認識を知ることができる。すなわち、 「打出者、侍女所
レ服也」











あるから新制の規制対象にはならないというのである。同じく打出を構成する要素であっても、 「女房（ひと）による演出」か「几帳（もの）による演出」かで、過差の禁制 触れてしまう。この解釈によれば、 「人間不在の装束（もの）で構成され 打出」は、調度品と同類であり、ひいては新 規制対象から除外されるとの拡大解釈も可能となるであろう。ここに、 装束だけ 打出」が調度と化して き、巨大化かつ豪華な仕様となった 因を求め 良いのではないだ か。　
前稿でも触れたが、早い時期の「装束だけ 打出」を描いたものとして「小野雪見御幸絵巻」が存在する。同絵巻は、





















深い。本来は、高貴な人に仕える女房たちが、自らの美意識をアピールする私的行為であった打出が、次第にエスカレートしていく。その背景には、打出が晴儀をより華やかに演出する美的効果だけ なく、仕える主人の威信を示すという可視的な役割をも期待され、助長され 可能性も指摘できるだろう。それは打出用としての女房装束が、主人側により準備・支給されるように ったことにもあらわれている。　
しかし、やがて打出は過差禁制の対象となり、 「女房による打出」は規制下での行為とならざるをえなかった。それ

















































































































































野雪見御幸絵巻」 （ 『続日本の絵巻』十六、中央公論社、一九九一年） 。藤原歓子の打出にまつわる逸話は『今鏡』
（巻第四・藤波の上）や『十訓抄』 、 『古今著聞集』などにみられる。そのモチーフとなった白河上皇の御幸は寛治五年（一〇九一）十月二十七日のこととされる。
藤原頼長の見た「打出」（（（
